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税収の動向

図表１
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［図表1］一般会計税収、歳出総額及び公債発行額の推移
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［図表2］主要税目の税収の推移

（資料出所）財務省資料

◒idm\>NTI¥ª  ;;;Q KTIQILT;;;LLUNNUOR;\h



07

税収構造の国際比較

図

表３

税制改革にあたっての注目点
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［図表3］国民負担率の国際比較
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［図表4］法人所得課税の実効税率の国際比較

（資料出所）財務省資料
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アジアとの共存
共栄を目指して

畑佐伸英
総合研究開発機構（NIRA）リサーチフェロー
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※1

※2

※3

図表１

図表２

アジアに目を向ける

アジアとの貿易・
投資

［図表1］域内貿易比率

出所：IMF，Direction of Tradeより算出。
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●注
※1　東アジアとはASEAN+3を指し、中国には香港、マカオが含ま
れている。
※2　GDP（PPP，current US $）シェアについては、World Bank，
World Development Indicatorsより算出した。
※3　人口シェアについては、Population Division of the Department 
of Economic and Social Affairs of the United Nations Secretariat，
World Population Prospectsの推計データをもとに算出した。
※4　貿易結合度は次のように定義される。Ｂ国に対するＡ国の貿易
結合度＝（Ｂ国に対するＡ国の輸出の額／Ａ国の総輸出額）／（Ｂ国に
対する世界の輸出の額／世界の総輸出額）

アジアとの共存共栄を目指して

［図表2］東アジアとの貿易結合度※4

出所：IMF，Direction of Tradeより算出。
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